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　令和3年度の住民税均等割非課税世帯や、3年1月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変の
あった世帯を支援する給付金です。なお、給付金を受け取るには手続きが必要です。

住民税非課税世帯等に対する住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金のご案内臨時特別給付金のご案内

給付金の支給額

1世帯当たり10万円（1回のみ）
※�非課税世帯に対する給付金と家計急変世帯に対
する給付金の両方を受け取ることはできません

３年12月10日時点で市内に住んでいる世帯
全員の3年度の「住民税均等割が非課税」であ
る世帯

3年1月以降収入が減少し、収入が「住
民税非課税相当」となった世帯（家計
急変世帯）

3年1月1日以前から
世帯全員が、現住所に
住んでいる

3年1月2日以降、世帯
の中に転入してきた
人がいる

確認書を返送してください
確認書を郵送しました。中身を確認の上、期限
までに返送してください

申請が必要です（9月30日まで）
申請書（市役所1階福祉政策課と社会福祉協議
会に用意。ホームページからもダウンロード
可）に必要事項を記入して郵送してください

DV（ドメスティック・バイオレンス）など*で避難中の方でも受給できる場合があります
　ストーカー行為や児童虐待など、これに準ずる行為を含む

・・住所地以外に避難している
・・住所地の世帯が既に給付金を受け取っている場合で、一定の要件を満たしている
� 詳細は下記のコールセンターへお問い合わせください

*

問合せ　狭山市非課税世帯等臨時特別給付金コールセンターへ� 0120-810-900

支給対象は、下記のいずれかにあてはまる世帯です。

支給対象と申請の有無

確認書（または申請書）を受け付
けた日から3週間後を目安に給
付します

給付金の支給時期

制度の詳細や申請方法は市公式ホーム
ページをご覧ください

自衛隊入間病院を視察

　1月27日㈭、2022年バド
ミントン日本代表選手B代表�
に選出されている緑川大

ひろ き

輝
選手（狭山市在住・早稲田大
学）が市長を表敬訪問し、
12月に行われた第75回全日本総合バドミントン選手
権大会の混合ダブルスで優勝したことを報告しました。
本大会で緑川選手は、同じくB代表の齋藤夏選手（A

ア ク ト

CT�
S
サ イ キ ョ ウ

AIKYO所属）とペアを組み、4試合を戦いました。決勝
戦を含めて落としたゲームはわずか1セットと盤石な試
合展開で、見事初優勝を飾りました。
　緑川選手は「今後A代表に入り世界選手権やオリンピ
ックに出られるよう好成績を積み上げていきたい」と力
強く語りました。
問合せ　スポーツ振興課へ内線5712

　1月26日㈬、狭山市を拠
点に活動するHonda陸上
競技部の監督と選手3名が
市長を表敬訪問し、第66回
全日本実業団対抗駅伝競
走大会（ニューイヤー駅伝
2022）で優勝したことを報告しました。創部から51年
目、出場39回目にして悲願の初優勝となったHonda陸
上競技部。6区で区間賞の走りを見せた中山顕

けん

選手は「体
の状態が良く、しっかり準備して走れたことが結果につ
ながりました」と大会を振り返り、市長からは「今後も市
内で練習されると伺っています。引き続き皆さんの走る
姿で市民にスポーツや陸上競技の素晴らしさを届けてく
ださい」と激励の言葉が贈られました。�
問合せ　スポーツ振興課へ内線5712

Honda陸上競技部、ニューイヤー駅伝
初優勝を報告

「全日本総合バドミントン選手権大会」
混合ダブルス初優勝を報告

狭山市の情報発信や魅力などについてご意見をお聞かせください

　市では、公式ホームページやSNS、広報さやま、
報道機関への情報提供などを活用した広報活動を
はじめ、市のイメージアップと郷土愛の醸成を図
るための取り組みを行っています。
　市の情報発信や魅力などについてのアンケート
を実施していますので、皆さんのご意見をお聞か

　今春から航空自衛隊入間基地内
で運用開始が予定される「自衛隊
入間病院」を視察してきました。全
国に分散している病院機能を再編
し、機能強化を図るとのことです。
　入間基地は、東日本大震災をは
じめ大規模災害において空路、陸
路ともに支援物資の輸送拠点とし
て大きな役割を果たしてきまし
た。基地司令によると、昨夏に発生
した熱海の土砂災害でも自衛隊員
はもちろんのこと、日頃は警備の
任務にあたっている救助犬が人命

救助に活躍したとのことです。現在、
入間基地では首都直下地震などに即
応できるよう災害対処拠点の整備が
進んでいます。
　近年は世界中でこれまでに経験し
たことのない大規模な自然災害が頻
発しています。1月にトンガ沖で発
生した海底火山の噴火は東日本大震
災同様、千年に一度の規模だと言わ
れています。ここ数年の間でこうし
た規模の災害に何度も直面している
のが、今の私たちの現実です。いつ来
るともわからない災害に備えること
は決して容易なことではありません。
その中で日夜、訓練に励み、体制を整
え続ける自衛隊員の皆さんに感謝し
ています。

自衛隊員の災害対応に感謝

せください。アンケート結果は、より充実した広報
活動などのための資料とします。

回答期限　2月23日㈷
問合せ　�広報課シティプロモーショ� �

ン推進室へ内線7163
▲アンケートは
こちらから

市長の主な動き
〇1/4・13…辞令交付�〇1/4〜7・11〜
13・17〜21・24・25・27・28…新型コロ
ナウイルス感染症対策プロジェクトチ
ーム打ち合わせ�〇1/5・7・11〜14…新
年度予算査定�〇1/7・21…新型コロナ
ウイルス感染症対策本部会議�〇1/9
…成人式�〇1/17…情報化推進本部会
議�〇1/28…新型コロナウイルス感染
症に係る保健所との情報共有会議




